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LCCの本質と国内LCCの将来
ていくおふ
No.137, pp.12-21, 2015.

19頁

国土交通政策研究第118 号
LCC の参入効果分析に関する調査研究, 2014.
> 2011～2013年の変化を考察
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21頁

注目している
のは国際線

長期的に見れば，LCC
シェアという数値に大
きな意味はなくなる

21頁

本講演は国内LCCの旅
客数推移を対象とした
貴重な成果
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LCCの本質

そもそも長距離路線は
機材稼働率が高い
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質問１

(c) Hanaoka, 2019

LCCによる長中距離国際線

今後，中長距離LCCが成長可
能と考えられる市場はどこ
になりそうか？

日本発着の中長距離市場の
中で，LCCが活躍できる市場
は限定的と考えられます．
どの市場で成長可能なのか
具体的にご意見をいただけ
ればと思います．

15-16頁



1. 国内航空需要の底上げはLCC参入効果だけではない．
2. LCC未参入の路線で需要が増加しているのはなぜか？

> 国内航空需要の根幹はビジネス目的
> 観光目的，VFR目的を十分掘り起こしていない？

3.   複数空港都市間は路線間競合にも注目すべき．
東京（羽田/成田）-大阪（伊丹/関西/神戸）
羽田-伊丹，羽田-関西，羽田-神戸，成田-伊丹，成田-関西
> 航空会社間競争が空港間競争に波及
> カニバリゼーションは（おそらく）起きている

4. 新幹線の影響．
> 京阪神－九州：LCCは新幹線シフトに貢献しているが需要純増は?

> 高速バスがライバル？自家用車の都市間需要は？
> モバイル空間統計の援用による都市間交通機関競争の推定．
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LCC国内線旅客数推移の論点
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2020年国内線LCCシェア14%
は実現可能か？

簡単なシミュレーション
国内航空旅客：羽田路線 60%・その他路線40%
国内LCCシェア加重平均
＝羽田 0.6×LCC 0 %  + その他 0.4×LCC α %
α 国内LCCシェア
20%     8%
25%     10% 現在
30%     12%
35%     14%   達成！

(c) Hanaoka, 2019 8



9

ただし、既存航空会社（羽田空港において配
分を受けている発着枠数が3 枠以上である航
空会社）が一定割合以上の出資をしている場
合、又は役員の派遣や重複などにより既存航
空会社が一定割合以上の出資と同等程度関与
していると認められる場合には、新規参入会
社とはみなさないこととする。



[PAX]
首都圏２空港の旅客数推移

Source: made by speaker based on MLIT
(C) Hanaoka, 2019
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羽田国内線旅客数
はLCC未参入でも
増加中
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首都圏２空港の発着回数
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成田空港の特性：際際トランジット

(c) Hanaoka, 2019 12

出所：花岡伸也，康書陽，宮本秀晴，角田昂哉：北東アジアのトランジット空港選択
の実態とその要因，運輸政策研究，Vol.17，No.4，pp.25-31，2017.
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2020年3月29日より
羽田昼間時間帯国際線発着枠新規配分
[年間約3.9万回＝1日50往復分]
アメリカ：24便
中国：8便
ロシア：4便
オーストラリア：4便
インド：2便
イタリア：2便
トルコ：2便
フィンランド：2便
スカンジナビア：2便

１．国際ネットワーク拡張
ネットワークの多様性

２．LCC(国際・国内)強化
エアラインの多様性

成田空港に求められる戦略
【多様性強化】

羽田シフトによる逆境は，
戦略転換の好機



関西圏３空港の旅客数推移

Source: made by speaker based on MLIT
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伊丹国内線旅
客数も増加中

(c) Hanaoka, 2019



関西
3空港
便数
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出所：関西
エアポート
株式会社

2019夏期
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出所：国土交通省総合政策局「旅客地域流動調査」
より作成

鉄道距離約550km
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出所：国土交通省総合政策局「旅客地域流動調査」
より作成

鉄道距離約650km
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出所：国土交通省総合政策局「旅客地域流動調査」
より作成
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1. 国内航空需要の底上げはLCC参入効果だけではない．
2. LCC未参入の路線で需要が増加しているのはなぜか？

> 国内航空需要の根幹はビジネス目的
> 観光目的，VFR目的を十分に掘り起こしていない？

3.   複数空港都市間は路線間競合にも注目すべき．
東京（羽田/成田）-大阪（伊丹/関西/神戸）
羽田-伊丹，羽田-関西，羽田-神戸，成田-伊丹，成田-関西(LCC)
> 航空会社間競争が空港間競争に波及
> （広義の）カニバリゼーションは（おそらく）起きている

4. 新幹線の影響．
> 京阪神－九州：

LCCは新幹線から航空へのシフトに貢献しているが需要純増は?
> 高速バスがライバル？自家用車の都市間需要は？
> モバイル空間統計の援用による都市間交通機関旅客数の推定．

(c) Hanaoka, 2019 20

LCC国内線旅客数推移の論点
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質問２

(c) Hanaoka, 2019

今後，国内市場でLCCのシェアが伸び続けると（広義の）
カニバリゼーションが複数の路線で生じる可能性が高い．
カニバリゼーションなしにLCC旅客を増加させるためには
何をすればよいか？

低運賃が重要なのは当然として，それ以外に何が必要なの
かご意見がございましたらぜひお願いします．
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